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は
じ
め
に

近
年
、
大
規
模
災
害
の
続
発
に
よ
っ
て
、
過
去
に
発
生
し
た
災
害

に
関
す
る
記
録
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
な
か
で
、
災
害

を
め
ぐ
る
記
録
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
つ
つ
あ

る
。
筆
者
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
六
年
に
か
け
て
鳥
取
県
立

公
文
書
館
に
在
職
し
、
一
九
四
三
年
九
月
一
〇
日
に
発
生
し
た
鳥
取

地
震
（
以
下
、
一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
）
に
つ
い
て
、『
特
別
企
画

展
「
鳥
取
大
震
災
の
記
録
」』（
地
震
発
生
七
〇
年
と
な
る
二
〇
一
三

年
に
開
催
）
の
企
画
に
関
わ
り
、
調
査
研
究
を
行
う
機
会
を
得
た
。

そ
の
際
に
、
災
害
史
等
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
一
九
四
三
年
鳥

取
地
震
は
「
戦
時
下
（
一
九
四
一
～
一
九
四
五
年
）
の
災
害
」
に
位

置
づ
け
ら
れ
、「
現
存
す
る
資
料
が
少
な
い
」「
戦
時
下
の
報
道
管
制

に
よ
っ
て
不
明
な
点
が
多
い
」も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

こ
の
地
震
に
つ
い
て
は
、
地
震
発
生
の
一
年
後
の
一
九
四
四
年
九
月

に
、
鳥
取
県
が
『
鳥
取
県
震
災
小
誌
』
を
発
行
し
て
お
り
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
概
要
が
知
ら
れ
て
き
た
。

一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
は
、
一
九
四
三
年
九
月
一
〇
日
午
後
五
時

三
六
分
に
、
鳥
取
県
東
部
（
気
高
郡
鹿
野
町
）
を
震
源
と
し
て
発
生

し
た
地
震
で
あ
る
。
鳥
取
市
を
中
心
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
．
二
、

震
度
六
を
記
録
し
て
お
り
、
そ
の
被
害
は
、
死
亡
者
一
，
二
一
〇
人

（
行
方
不
明
者
二
六
人
を
含
む
）、
負
傷
者
三
，
八
六
〇
人
、
全
壊
家

屋
一
三
，
二
九
五
戸
、
半
壊
家
屋
一
四
，
一
一
〇
戸
に
お
よ
ん
だ
。

地
震
の
発
生
が
夕
食
を
準
備
す
る
時
間
帯
と
重
な
り
、
倒
壊
家
屋
か

ら
火
災
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
火
災
に
よ
る
被
害
は
全
焼
家
屋

二
八
七
戸
、
半
焼
家
屋
一
〇
戸
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
翌
九
月
一
一
日

　
〔
研
究
論
文
〕

「
昭
和
十
八
年
　
新
聞
紙
処
分
簿
」
に
見
る

　
　
一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
と
検
閲

　

　
　
　
田
　
中
　
や
よ
い
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夜
は
豪
雨
と
な
り
、
倒
壊
家
屋
の
浸
水
や
負
傷
者
収
容
テ
ン
ト
の
水

没
な
ど
が
起
き
た
。
死
亡
者
の
大
半
が
家
屋
倒
壊
に
よ
る
圧
死
で
あ

り
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
は
、
人
家
な
ど
の
密
集
し
た
鳥
取
市

街
地
、
次
い
で
気
高
郡
内
の
鹿
野
町
、
大
正
村
、
湖
山
村
な
ど
で
あ

る
。
局
所
的
な
被
害
と
し
て
は
、
岩
美
郡
小
田
村
（
現
、
岩
美
町
小

田
）
の
岩
美
（
荒
金
）
鉱
山
で
沈
殿
ダ
ム
が
決
壊
し
、
死
亡
者
六
一

名
を
出
し
た
事
例
が
あ
る
。
こ
の
六
一
名
の
う
ち
二
六
名
は
発
見
さ

れ
て
お
ら
ず
、
震
災
に
お
け
る
行
方
不
明
者
二
六
名
と
し
て
記
録
さ

れ
て
い
る
。
被
害
総
額
は
、
当
時
の
金
額
で
一
億
六
千
万
円
と
算
出

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
は
イ
ン
フ
ラ
関
係
（
鉄
道
、
電
信
、

電
話
、
水
道
、
電
気
等
）
の
被
害
額
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
記
録
を
も
と
に
、
改
め
て
資
料
調
査
を
進
め
て
い
っ
た

結
果
、
新
聞
や
一
般
雑
誌
、
専
門
雑
誌
、
公
文
書
等
の
記
録
資
料
が

予
想
外
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
記
録

資
料
の
収
集
、
検
討
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
録
、
共
有
、
発
信

す
る
範
囲
が
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
内
容
の
詳
細
な
検
討
が

な
さ
れ
て
い
な
い
記
録
資
料
も
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
の
記
録
資
料
を
め
ぐ
る

課
題
と
し
て
、現
存
す
る
資
料
の
量
の
問
題
と
と
も
に
、記
録
・
共
有
・

発
信
な
ど
の
範
囲
の
異
な
り
（=

資
料
の
位
相
の
違
い
）
に
注
目
し

た
資
料
内
容
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。ま
た
、そ
れ
に
よ
っ

て
、
戦
時
下
に
お
い
て
災
害
記
録
が
ど
の
よ
う
に
残
さ
れ
、
当
時
の

社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
発
信
さ
れ
、
共
有
さ
れ
て
い
た
か
に
つ

い
て
論
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
　

本
稿
は
、
そ
の
基
礎
作
業
と
し
て
内
務
省
警
保
局
検
閲
課
の
作
成

し
た
「
昭
和
十
八
年　

新
聞
紙
処
分
簿
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ

の
資
料
に
は
、
一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
を
報
じ
た
新
聞
記
事
の
検
閲

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、報
道
管
制
（
検
閲
）

は
、「
戦
時
下
の
災
害
」
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、「
資
料
が
少
な
い
」
こ
と
の
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
も
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
、「
昭
和
十
八
年　

新
聞
紙
処
分
簿
」
か
ら

具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。

一　

近
代
日
本
の
災
害
史
を
め
ぐ
る
研
究
動
向

　
　

一
―
一 

近
代
日
本
の
災
害
史
の
概
要

日
本
に
お
い
て
、
日
本
列
島
の
歴
史
上
の
災
害
を
通
史
的
に
見
て

い
く
「
災
害
史
」
が
成
立
し
た
の
は
比
較
的
近
年
で
あ
る
。
そ
れ
以

前
は
、
個
別
の
災
害
に
つ
い
て
発
生
し
た
地
域
を
中
心
に
記
録
資
料

が
作
成
さ
れ
、
ま
た
個
別
の
事
例
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
災
害

史
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、北
原
糸
子
『
日
本
災
害
史
』

（
二
〇
〇
六
年
）、『
日
本
震
災
史
』（
二
〇
一
六
年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
日
本
史
学
の
災
害
に
関
す
る
記
録
資
料
を
基
本
と
し
て
、
学

際
的
な
成
果
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
日
本
の
歴
史
上
で
発
生
し
た
災
害
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の
通
史
を
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
原
は
、
発
生
し
た
災
害
の
内

容
と
救
援
の
政
策
な
ど
の
変
化
に
着
目
し
、
近
代
日
本
の
災
害
を
五

期
に
区
分
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
第
一
期
か
ら
第
三
期
ま
で
を
ひ

と
通
り
見
て
み
る
。

ま
ず
、
第
一
期
は
一
八
八
〇
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
で
あ
る
。
磐

梯
山
噴
火
（
一
八
八
八
年
）、奈
良
・
和
歌
山
大
水
災
（
一
八
八
九
年
）、

濃
尾
地
震
（
一
八
九
一
年
）、
庄
内
地
震
（
一
八
九
四
年
）、
明
治
三

陸
津
波
（
一
八
九
六
年
）
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
へ
の
対
処
と
し

て
、
備
荒
儲
蓄
法
（
一
八
八
〇
年
…
凶
作
へ
の
対
応
）、
震
災
予
防

調
査
会
発
足
（
一
八
八
二
年
）、
河
川
法
（
一
八
九
六
年
）、
森
林
法

（
一
八
九
七
年
）
罹
災
救
助
基
金
法
（
一
八
八
九
年
）
な
ど
の
法
整

備
が
行
わ
れ
た
。
凶
作
対
応
で
あ
っ
た
備
荒
儲
蓄
法
が
、
一
八
九
〇

年
代
に
濃
尾
地
震
等
を
経
て
罹
災
救
助
基
金
法
（
一
八
九
九
年
）
へ

と
転
換
し
、
戦
中
ま
で
の
災
害
救
助
の
基
本
法
と
な
っ
た
。

第
二
期
は
、
一
九
〇
〇
～
一
九
三
〇
年
で
あ
る
。
風
水
害
や
火
災

が
多
発
す
る
時
期
、都
市
化
の
進
展
に
よ
る
災
害
規
模
の
拡
大
傾
向
、

関
東
大
震
災
の
復
興
に
お
い
て
、
都
市
計
画
・
整
備
、
耐
震
設
計
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
お
も
な
災
害
は
、関
東
水
害（
一
九
一
〇
年
）、

東
京
湾
高
潮
被
害
（
一
九
一
七
年
）、関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
）、

北
但
馬
地
震
（
一
九
二
五
年
）、
北
丹
後
地
震
（
一
九
二
七
年
）
で

あ
る
。
関
連
す
る
法
律
等
と
し
て
は
、都
市
計
画
法（
一
九
一
九
年
）、

市
街
地
建
築
物
法
改
正
に
よ
る
耐
震
基
準
の
導
入
（
一
九
二
四
年
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
三
期
は
、
一
九
三
〇
～
一
九
四
五
年
で
あ
る
。
戦
時
体
制
下
前

半
と
、
戦
時
体
下
制
後
半
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半
は
、
昭
和
三
陸
津

波
（
一
九
三
三
年
）
を
受
け
て
津
波
防
災
の
対
策
が
始
ま
り
、
都
市

で
は
水
害
に
よ
っ
て
死
者
が
多
数
出
た
。
後
半
は
台
風
、
地
震
に

よ
る
死
亡
者
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
時
体
制
に
よ
っ
て
、
国

内
で
の
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
力
が
失
わ
れ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
お
も
な
災
害
と
し
て
は
、
昭
和
三
陸
津
波
（
一
九
三
三
年
）、

函
館
大
火
、
室
戸
台
風
（
一
九
三
四
年
）、
阪
神
大
水
災
（
一
九
三
八

年
）、
周
防
灘
台
風
（
一
九
四
二
年
）、
鳥
取
地
震
、
九
州
・
四
国
台

風
（
一
九
四
三
年
）、
東
南
海
地
震
（
一
九
四
四
年
）、
三
河
地
震

（
一
九
四
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
関
連
す
る
法
律
等
と
し
て
は
、
水

害
防
止
協
会
発
足
（
一
九
三
五
年
）、国
家
総
動
員
法
（
一
九
三
八
年
）

が
あ
げ
ら
れ
る（

（
（

。

北
原
の
区
分
に
お
い
て
は
、
一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
は
第
三
期
に

あ
た
り
、
戦
時
体
制
に
よ
っ
て
災
害
に
対
す
る
組
織
的
な
対
応
力
が

失
わ
れ
て
い
た
時
期
に
発
生
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
時
期
の
災
害
に
つ
い
て
は
、
報
道
を
含
め
た
記
録
が
ほ
と
ん

ど
な
い
こ
と
、
被
害
実
態
の
報
道
禁
止
な
ど
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
も

さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
戦
時
下
で
の
報
道
管
制
と
い
う

視
点
で
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
戦
時
体
制
下
の
災
害
を
「
防
空
」
と
の
関
係
か
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ら
論
じ
た
土
田
宏
成
の
研
究
が
あ
る（

（
（

。
土
田
は
、
第
一
次
世
界
大

戦
に
お
け
る
「
空
襲
」
の
登
場
や
関
東
大
震
災
の
発
生
を
契
機
に
、

一
九
二
〇
年
代
以
降
「
防
空
演
習
」
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
こ
れ
は
、
都
市
の
治
安
対
策
と
し
て
「
平
時
の
災
害
対
策
」

と
「
戦
時
の
空
襲
対
策
」
の
二
つ
の
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
鳥
取

の
地
震
に
つ
い
て
も
「
本
土
空
襲
が
始
ま
る
少
し
前
」
の
発
生
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
被
災
地
に
対
し
て
「
防
空
」
関
連
の
施
策
が
適
応
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

一
―
二　

戦
時
下
災
害
と
検
閲
に
つ
い
て

近
年
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
に
お
い
て
発
生
し
た
災
害
に
関
す

る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
泊
次
郎
の
「
東
南
海
地
震
と

新
聞
検
閲　

内
務
省
検
閲
日
誌
に
見
る
」（
二
〇
〇
四
年
一
一
月　

日
本
災
害
情
報
学
会　

第
六
回
研
究
大
会
）
な
ど
に
お
い
て
、
内
務

省
警
保
局
検
閲
課
の
公
文
書
「
勤
務
日
誌
」「
新
聞
紙
処
分
簿
」
が

注
目
さ
れ
、研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
代
表
的
な
も
の
が
木
村
玲
欧『
戦

争
に
隠
さ
れ
た
「
震
度
七
」
一
九
四
四
東
南
海
地
震
・
一
九
四
五
三

河
地
震
』
で
あ
る
。
木
村
は
、
第
一
章
「
地
震
は
い
か
に
し
て
隠
さ

れ
た
の
か
」、
第
二
章
「
ど
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
た
の
か
」
で
、
新

聞
検
閲
の
実
態
に
つ
い
て
、
特
に
「
勤
務
日
誌
」
を
用
い
た
分
析
を

行
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
「
勤
務
日
誌
」
に
お
い
て
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
の
発

生
当
日
、
翌
日
（
一
九
四
四
年
一
二
月
七
日
、
八
日
）
に
、
新
聞
社
・

通
信
社
に
対
し
て
、
地
震
の
報
道
に
規
制
を
加
え
る
指
導
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
元
紙
・
全
国
紙
の
地
震
報

道
の
頻
度
、
報
道
の
傾
向
な
ど
を
分
析
し
、
次
の
点
を
指
摘
し
て
い

る
。「
震
災
報
道
は
基
本
的
に
最
終
面
に
掲
載
さ
れ
た
」「
記
事
の
大

き
さ
は
ベ
タ
記
事（
新
聞
紙
面
の
下
方
に
あ
る
一
段
見
出
し
の
記
事
）

が
主
流
で
あ
る
」「
数
値
で
表
さ
れ
る
詳
細
な
被
害
情
報
は
な
く
「
被

害
微
小
」
と
報
道
さ
れ
た
」「
国
威
高
揚
の
た
め
、
叱
咤
激
励
や
被

災
者
の
美
談
が
多
く
報
道
さ
れ
た
」「
被
災
者
へ
の
生
活
支
援
情
報

に
つ
い
て
詳
細
報
道
が
な
さ
れ
た
」「
余
震
の
報
道
や
地
震
に
関
す

る
啓
蒙
的
報
道
も
報
道
管
制
に
触
れ
な
い
限
り
な
さ
れ
た
」
等
で
あ

る
。　こ

れ
ら
の
指
摘
は
、
一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
に
関
す
る
新
聞
報
道

に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
点
が
あ
る（

（
（

。

た
だ
、
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
木
村
の
分
析
は
、「
検
閲

の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
」
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る

検
閲
、
報
道
管
制
と
は
、
原
則
「
あ
ら
ゆ
る
情
報
の
発
信
や
拡
散
を

禁
止
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
も
と
づ
き
、
新
聞
記
事

（
全
国
紙
、
地
方
紙
）
を
読
み
解
い
て
い
る
。
し
か
し
、「
勤
務
日
誌
」

や
「
新
聞
紙
処
分
簿
」
で
検
閲
対
象
と
さ
れ
た
実
際
の
新
聞
報
道
と

検
閲
処
分
の
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て
は
、明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
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ま
た
、新
聞
報
道
に
つ
い
て
「
厳
し
い
検
閲
の
枠
内
で
報
道
さ
れ
た
」

と
い
う
理
解
に
立
つ
た
め
、
報
道
の
積
極
的
な
位
置
づ
け
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、「
戦
時
下
の
災
害
」
と
報
道
管
制
の
関
係
を

論
じ
る
た
め
に
は
、
検
閲
の
内
容
と
発
行
さ
れ
た
紙
面
と
の
比
較
・

検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
九
四
三
年
鳥

取
地
震
に
つ
い
て
、「
新
聞
紙
処
分
簿
」
と
実
際
の
新
聞
記
事
を
対

比
さ
せ
な
が
ら
、
検
閲
を
経
た
こ
と
で
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か
。
あ

る
い
は
何
を
変
え
よ
う
と
し
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
が
意
味
す
る
も

の
、
換
言
す
れ
ば
検
閲
の
対
象
と
さ
れ
た
も
の
が
何
だ
っ
た
の
か
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　
「
昭
和
十
八
年　

新
聞
紙
処
分
簿
」
に
見
る
災
害
情
報
の
検
閲

　
　

二
―
一　

内
務
省
に
よ
る
新
聞
検
閲
と
「
新
聞
紙
処
分
簿
」
の

資
料
的
性
格

最
初
に
、
近
代
の
日
本
に
お
け
る
新
聞
検
閲
の
概
要
を
確
認
し
て

お
き
た
い（

（
（

。
新
聞
の
検
閲
は
、
一
九
〇
九
年
に
制
定
さ
れ
た
「
新
聞

紙
法
」
に
基
づ
き
、
内
務
省
警
保
局
検
閲
課
（
一
九
四
〇
年
一
二
月

ま
で
は
図
書
課
）
が
行
っ
た（

（
（

。
新
聞
検
閲
は
、
基
本
的
に
は
新
聞
発

行
と
頒
布
の
間
に
行
わ
れ
、［
新
聞
社
：
新
聞
製
作
］
→
納
本
（
照
会
）

→
内
務
省
：
記
事
の
検
閲
→
内
務
省
：
処
分
→
［
新
聞
社
：
修
正
・

頒
布
］
と
い
う
流
れ
を
た
ど
る
。

　

新
聞
社
で
制
作
さ
れ
た
新
聞
（
全
国
紙
）
は
、
発
行
と
同
時
に
二

部
が
内
務
省
、各
一
部
が
管
轄
地
方
官
庁
（
警
視
庁
、府
県
警
察
部
）、

地
方
裁
判
所
検
事
局
、
区
裁
判
所
検
事
局
へ
納
本
さ
れ
る
。
記
事
の

検
閲
は
、
検
閲
課
の
係
員
が
行
い
、
実
質
的
な
決
定
は
係
長
が
行
っ

た
。
地
方
で
発
行
さ
れ
る
新
聞
は
、
各
府
県
の
警
察
部
特
高
課
が
担

当
し
、
必
要
に
応
じ
て
検
閲
課
に
電
話
で
照
会
し
、
そ
の
指
示
に
も

と
づ
い
て
対
処
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
発
行
前
に
新
聞
社
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
「
内
閲
」
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　

検
閲
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
執
務
内
規
と
し

て
「
検
閲
標
準
」
が
設
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
新
聞
社
に
非
公
開
と

さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
事
例
集
、
差
止
事
項
や
検
閲
基
準
を
解
説
す

る
『
出
版
警
察
報
』（
定
期
刊
行
物
）、
関
係
機
関
の
出
す
通
達
な
ど

が
あ
り
、
係
員
は
こ
れ
ら
を
参
照
し
た
。

検
閲
の
結
果
と
し
て
行
わ
れ
る
「
処
分
」
に
つ
い
て
は
、「
削
除

処
分
…
発
禁
に
該
当
す
る
部
分
の
み
削
除
し
て
発
行
を
許
可
」、「
注

意
処
分
…
新
聞
社
に
注
意
を
促
し
て
行
政
処
分
の
代
替
措
置
と
す

る
」、ま
た
、法
規
上
に
は
な
い
運
用
上
の
事
前
警
告
措
置
と
し
て「
内

務
省
差
止
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
記
事
差
止
ま
た
は
掲
載
制

限
を
決
定
後
、
主
要
新
聞
・
通
信
社
に
直
通
電
話
で
連
絡
し
、
そ
の

他
は
府
県
警
察
部
を
通
じ
て
示
達
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
検
閲
業
務
に
関
す
る
公
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
の
が
、「
勤
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務
日
誌
」「
新
聞
紙
処
分
簿
」
で
あ
る
。

こ
の
内
、「
新
聞
紙
処
分
簿
」
は
、
検
閲
対
象
と
な
っ
た
新
聞
記

事
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
公
文
書
に
は
、
納
本
ま
た
は
申

報
（
各
府
県
警
察
部
か
ら
の
報
告
）
の
日
時
、
該
当
記
事
の
場
所
、

処
分
理
由
が
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
記
述
か
ら
「
内
閲
」
や
照

会
は
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
最
終
的
に

新
聞
社
へ
ど
の
よ
う
な
処
分
が
行
わ
れ
た
の
か
は
、
こ
の
公
文
書
か

ら
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
検
閲
業
務
の
全
容
を
記
録
し
た
も

の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。　

「
勤
務
日
誌
」
は
、
検
閲
課
の
業
務
日
誌
で
、
そ
の
日
の
主
要
な

発
表
や
、
検
閲
処
分
方
針
に
関
す
る
記
録
、
そ
の
日
の
処
分
件
数
な

ど
の
記
録
の
ほ
か
、
新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い

る（
（
（

。

　
　

二
―
二　

一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
に
関
わ
る
新
聞
記
事
の
検
討

本
節
で
は
、一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
に
関
す
る
記
述
が
存
在
す
る
、

昭
和
一
八
年
分
の
「
新
聞
紙
処
分
簿
」
を
検
討
対
象
と
す
る
。

こ
の
公
文
書
は
、
一
九
四
三
年
一
月
か
ら
同
年
一
二
月
の
間
に
、

検
閲
に
よ
っ
て
処
分
対
象
と
さ
れ
た
記
事
情
報
が
、
処
分
内
容
別
、

日
付
順
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（〔
図
〕
参
照
）。
こ
の
内
訳

は
「
禁
止
処
分
」（
出
版
禁
止
）
が
六
三
件
、「
注
意
処
分
」
が
一
，

「昭和十八年 新聞紙処分簿」
（国立公文書館蔵 返青27004000）

米国から返還された公文書の一冊で

目録上の原題は「新聞紙処分日誌」。

〔図〕
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四
〇
二
件
で
あ
る
。

記
入
項
目
は
、「
著
訳
者
題
名
／
発
行
日
附
号
数
／
処
分
月
日
／

型
種
頁
数　

処
分
種
別
／
発
行
地
（
所
）
名　

納
本
申
報
ノ
区
別
／

手
配
要
領
／
摘
要
／
取
扱
者
印
／
起
案
月
日
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
内
、「
著
訳
者
題
名
」「
発
行
日
附
号
数
」「
処
分
月
日
」「
発

行
地
（
所
）
名
」
は
、
対
象
と
な
っ
た
新
聞
紙
名
、
発
行
日
と
発
行

号
数
、
検
閲
課
で
処
分
が
行
わ
れ
た
日
、
新
聞
社
の
所
在
市
名（

（
（

で
あ

る
。「
手
配
要
領
」
は
、
警
視
庁
ま
た
は
府
県
名
と
名
字
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
検
閲
課
に
記
事
を
届
け
出
た
府
県
警
察
部
等
の
担
当
者

名
と
考
え
ら
れ
る
。「
摘
要
」
は
、
記
事
の
頁
数
や
記
事
の
見
出
し

の
抜
粋
、
括
弧
書
き
で
処
分
理
由
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
新
聞
紙

処
分
簿
」
全
体
を
見
る
と
、「
摘
要
」
に
記
録
さ
れ
る
処
分
理
由
は
、

陸
海
軍
不
許
可
記
事
、
軍
事
動
員
の
暴
露
、
新
設
工
場
の
暴
露
、
天

皇
・
皇
族
の
写
真
不
鮮
明
、「
楽
観
論
の
醸
成
」
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。

な
お
、実
際
に
記
録
を
確
認
す
る
と
「
型
種
頁
数
」「
処
分
種
別
（
安

寧
／
風
俗
）」「
発
行
地
（
所
）
名
」「
起
案
月
日
」
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
。

「
新
聞
紙
処
分
簿
」
の
中
で
一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
に
関
連
す
る

記
事
は
、「
注
意
処
分
」
に
記
録
さ
れ
た
一
七
件
が
確
認
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
一
般
紙
の
一
五
件
に
つ
い
て
、「
新
聞
紙
処

分
簿
」
の
記
載
情
報
と
発
行
さ
れ
た
新
聞
の
該
当
記
事
と
の
照
合
を

行
っ
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
次
頁
の
〔
表
〕
で
あ
る
。
以
下
、

こ
の
〔
表
〕
に
も
と
づ
い
て
、
検
閲
処
分
の
具
体
的
な
内
容
を
見
て

い
く
。

ま
ず
、
一
五
件
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
発
行
日
は

一
九
四
三
年
九
月
一
二
日
か
ら
同
九
月
一
九
日
ま
で
で
、
地
震
発
生

の
二
日
か
ら
九
日
後
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。対
象
と
な
っ
た
新
聞
は
、

読
売
報
知
（
東
京
版
）、
毎
日
新
聞
（
東
京
版
）、
毎
日
新
聞
（
大
阪

版
）、
朝
日
新
聞
（
東
京
版
）、
朝
日
新
聞
（
大
阪
版
）、
神
奈
川
新

聞
（
横
浜
市
）、
香
川
日
日
新
聞
（
高
松
市
）、
西
日
本
新
聞
（
福
岡

市
）、
東
京
新
聞
（
東
京
都
）
の
九
紙
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
新
聞
紙

処
分
簿
」
の
「
摘
要
」
に
記
載
さ
れ
た
処
分
理
由
は
、
次
の
五
点
に

分
け
ら
れ
る
。

　
　

①
「
災
害
記
事
扱
不
当
」

　
　

②
「
災
害
記
事
扱
大（

（
（

」

　
　

③
「
鳥
取
災
害
記
事
の
不
掲
載
処
分
の
も
の
掲
載
」

　
　

④
「
鳥
取
災
害
を
扱
う
も
の
に
し
て
発
表
外
の
記
事
」

　
　

⑤
「
内
相
出
張
に
飛
行
機
使
用
暴
露
」

な
お
、「
新
聞
紙
処
分
簿
」
と
新
聞
記
事
を
照
合
し
た
結
果
、
該

当
す
る
記
事
が
新
聞
紙
上
で
確
認
さ
れ
な
い
事
例
も
見
ら
れ
た（
（1
（

が
、

本
節
で
は
、
該
当
記
事
が
確
認
さ
れ
た
事
例
を
見
て
い
く
。

ま
ず
、
①
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、〔
表
〕
(1)
読
売
報
知
・
東
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〔表〕  「昭和十八年　新聞紙処分簿」の記載情報と発行された新聞の該当記事
発行日
号数

処分
月日

発行地
届出
方法

届出者
頁数・記事見出し

処分理由

発行日附
号数

処分
月日

発行地
（所）名

納本
申報ノ
区別

手配
要領

摘要

(1) 読売報知
9月13日
第23949
号

9月12日 （東京） 納本　　
警視庁
鈴木
 指導的

1P〝鳥取の震災御軫念〟
　（災害記事扱不当）

有
9月13日

朝刊
一面
七版

「鳥取の震災御軫念　畏し、小倉
侍従御差遣」

(2) 毎日新聞
9月12日
第23134
号

9月12日 （東京） 納本　
警視庁
清水

2P〝水道に頼らぬ用意…〟
　（災害記事扱誇大）

無

（9月12日
夕刊四版
  朝刊八

版）

(3)
神奈川新
聞

9月14日
第617号

9月14日 横浜市 納本　　

神奈川
県
小田倉
指導的

2鳥取の罹災者へ
　（災害記事扱大ニ過ギルモノ）

有
9月14日

朝刊

二面
版不
明

「鳥取の罹災者へ同情の雨を降
らせ  関東震災の報恩は今！」

(4)
朝日新聞
神戸版

9月15日
第22255
号

9月17日 大阪市 納本　　
大阪府
松浦

3震禍に美し任侠の心
　（災害記事扱不当）

有
9月15日

朝刊
三面
九版

「震禍に美し任侠の心
　挺身する他所もの　安藤内相談」

(5) 朝日新聞
9月13日
第20647
号

9月12日 （東京） 納本　
警視庁
清水

死者672名
　（鳥取ノ災害ヲ扱フモノニシテ発
表外記事）

有
9月13日

朝刊
二面
八版

「被害状況」

(6)
香川日日
新聞

9月14日
第17800
号

9月16日 高松市 納本　　
香川県
六車

2全壊の自宅から御尊影を奉還
　災禍のうちに逞しい復興の息吹
　（右同（災害記事大））

無

（9月14日
朝刊

版記載な
し）

（社説「香川春秋」に鳥取地震に
関する記述）

(7) 毎日新聞
9月15日
第24137
号

9月14日 （東京） 納本　　
警視庁
清水

1鳥取震災着々と復旧進捗
　（扱大）

有
9月15日

夕刊
一面
四版

「鳥取震災　着々と復旧進捗
  内相、閣議に情況報告」

(8) 朝日新聞
9月15日
第20649
号

9月14日 （東京） 納本　　
警視庁
橋詰

1鳥取震禍に御教示
　（災害記事扱大）

無
（9月15日
　朝刊八

版）

(9) 毎日新聞
9月15日
第21720
号

9月18日 大阪市 納本
大阪府
浜口

3震禍の体験は教ふ
　（右同（災害記事扱大）

無

（9月15日
夕刊四版
　朝刊九

版）

(10) 毎日新聞
9月15日
第21720
号

9月18日 大阪市 納本　　大阪府　
〝町内に貯水池が必要〟
　（災害記事扱ナルモ過大）

無

（9月15日
夕刊四版
　朝刊九

版）

(11)
西日本新
聞

9月15日
第399号

9月18日 福岡市 納本 福岡府
（ママ） 〝役立った防空訓練〟

　（右同（災害記事扱ナルモ過大））
有

9月15日
朝刊

三面
十版

「役立つた防空訓練  震禍を空襲
に生かせ　雄々しく起上る鳥取市
  現地語る安藤内相」

(12) 東京新聞
9月17日
第350号

9月16日 （東京） 納本
警視庁
渡邉

4鳥取震災に発揮した特有の任侠
精神
　（扱大）

有
9月17日

朝刊
四面
五版

「鳥取震災に発揮した　特有の
任侠精神」
（「小屋掛興行の伝統」という口絵
写真付き）

(13) 朝日新聞
9月15日
第22255
号

9月14日 （大阪） 申報
大阪府
松田

〝震禍に美しい任侠の心内
　 安藤内相の実験談〟
　（内相出張ニ飛行機使用暴露）

有
9月15日

朝刊
三面
九版

「震禍に美し任侠の心
　挺身する他所もの　安藤内相談」

(14)
（厳重）
毎日新聞

9月12日
第713号
（※誤記
か）

9月1日
（※誤
記か）

大阪市 申報
大阪府
堀

2.亀裂に湧地下水
　本社員余震と地鳴の中を突破
　（鳥取災害記事ノ不掲載処分
    ノモノ掲載）

無

（9月12日
夕刊四版
　朝刊八

版）

(15) 東京新聞
9月20日
第353号

9月19
日

（東京） 納本
警視庁
内川

2、敢然劫火に体当
　（震災記事扱大）

有
9月20日

夕刊
ニ面
二版

「敢然劫火に体当り
　日頃の腕前見せた家庭防空群」

　　　　　(1)～(15)は、「新聞紙処分簿」の記載順に付与した。
　備考　発行地（所）名の（　）は、筆者が付記したもの。

　〔表〕　「昭和十八年　新聞紙処分簿」の記載情報と発行された新聞の該当記事

著訳者
題名

該当
記事

日付
夕/朝刊

面
版

該当記事の見出し「昭和十八年　新聞紙処分簿」　記載内容

紙名
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京
版
九
月
一
三
日
「
1P
鳥
取
の
震
災
御
軫
念
」、
(4)
朝
日
新
聞
・
神

戸
版
九
月
一
五
日
「
3
震
禍
に
美
し
任
侠
の
心
」
が
あ
る
。
こ
の
二

例
は
、
い
ず
れ
も
届
け
出
方
法
が
納
本
と
な
っ
て
い
る
。
(1)
は
処
分

月
日
（
九
月
一
二
日
）
が
発
行
日
（
九
月
一
三
日
）
に
先
行
し
て
お

り
、(4)
は
発
行
日
（
九
月
一
五
日
）
後
が
処
分
月
日
（
九
月
一
七
日
）

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新
聞
社
の
所
在
地
と
検
閲
課
の
所
在
地

（
東
京
）
と
の
距
離
に
よ
っ
て
生
じ
る
時
間
差
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
発
行
さ
れ
た
記
事
は
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
(1)
の
該
当
記
事
は
、「
鳥
取
の
震
災
御
軫
念　

畏
し
、

小
倉
侍
従
御
差
遣
」
と
い
う
見
出
し
で
、
九
月
一
三
日
の
朝
刊
一
面

の
上
段
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
昭
和
天
皇
が
侍
従
で
あ
る

小
倉
倉
次
を
鳥
取
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
一
二
日
に
小
倉
侍

従
が
東
京
を
出
発
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
(4)
の
該
当
記
事
は
、

「
震
禍
に
美
し
任
侠
の
心　

挺
身
す
る
他
所
も
の　

安
藤
内
相
談
」

と
い
う
見
出
し
で
、九
月
一
五
日
の
朝
刊
三
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
、
安
藤
紀
三
郎
内
務
大
臣
が
鳥
取
の
被
災
地
視
察
か
ら
帰
京

後
、
一
四
日
に
行
わ
れ
た
閣
議
後
、
内
務
省
で
発
表
し
た
談
話
を
紹

介
し
た
も
の
で
あ
る
（
後
述
）。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
皇
室
、
閣
僚

の
動
向
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、「
災
害
記
事
」
で
は
な
い
と
判
断

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

②
「
災
害
記
事
扱
大
」
と
さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
五
例
で
あ
る
。

　

(3)
神
奈
川
新
聞
九
月
一
四
日
「
2
鳥
取
の
罹
災
者
へ
」

　

(7)
毎
日
新
聞
・
東
京
版
九
月
一
五
日
「
1
鳥
取
震
災
着
々
と
復
旧

進
捗
」

　

(11)
西
日
本
新
聞
九
月
一
五
日
「
役
立
っ
た
防
空
訓
練
」

　

(12)
東
京
新
聞
九
月
一
七
日
「
4
鳥
取
震
災
に
発
揮
し
た　

特
有
の

任
侠
精
神
」

　

(15)
東
京
新
聞
九
月
二
〇
日
「
2.
敢
然
劫
火
に
体
当
」

(3)
は
、
発
行
日
と
処
分
月
日
が
同
日
（
九
月
一
四
日
）
で
あ
り
、

実
際
の
記
事
は
「
鳥
取
の
罹
災
者
へ
同
情
の
雨
を
降
ら
せ　

関
東
震

災
の
報
恩
は
今
！
」
と
い
う
見
出
し
で
、
朝
刊
二
面
の
上
段
左
側
に

掲
載
さ
れ
、
関
連
す
る
小
見
出
し
も
確
認
さ
れ
る
。
内
容
は
、
鳥
取

の
被
災
者
へ
の
救
援
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
（
後
述
）。

(7)
は
、発
行
日（
九
月
一
五
日
）、処
分
月
日（
九
月
一
四
日
）と
な
っ

て
い
る
が
、
該
当
の
記
事
が
一
五
日
の
夕
刊
（
一
四
日
夕
方
発
行
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
発
行
日
と
処
分
月
日
は
同
日
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
記
事
は
「
鳥
取
震
災　

着
々
と
復
旧
進
捗　

内
相
、
閣

議
に
情
況
報
告
」
と
い
う
見
出
し
で
、
夕
刊
一
面
の
下
段
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
内
容
は
、
安
藤
内
務
大
臣
が
九
月
一
四
日
の
閣
議
に
お

い
て
鳥
取
視
察
の
報
告
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

(11)
は
、処
分
月
日
が
九
月
一
八
日
で
あ
り
、発
行
の
三
日
後
と
な
っ

て
い
る
。
記
事
は
、「
役
立
つ
た
防
空
訓
練　

震
禍
を
空
襲
に
生
か
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せ　

雄
々
し
く
起
上
る
鳥
取
市　

現
地
語
る
安
藤
内
相
」
と
い
う
見

出
し
で
、
朝
刊
三
面
の
右
上
段
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
記
事
は
、
安

藤
内
務
大
臣
の
顔
写
真
付
き
で
、
関
連
見
出
し
と
し
て
武
島
一
義
鳥

取
県
知
事
の
放
送
や
、
九
州
地
方
か
ら
の
救
援
物
資
等
の
送
付
に
関

す
る
記
事
も
見
ら
れ
る
。
内
容
は
、
安
藤
内
務
大
臣
が
九
月
一
四
日

の
閣
議
後
に
記
者
団
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

(15)
は
、
(7)
と
同
様
に
実
際
の
記
事
は
夕
刊
で
確
認
さ
れ
る
の
で
、

発
行
日
と
処
分
月
日
が
九
月
一
九
日
と
同
日
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
記
事
は
「
敢
然
劫
火
に
体
当
り　

日
頃
の
腕
前
見
せ
た
家
庭
防

空
群
」
と
い
う
見
出
し
で
、
鳥
取
市
民
の
消
火
活
動
を
紹
介
し
て
い

る
。
続
く
小
見
出
し
で
は
、
特
派
員
記
者
に
よ
る
鳥
取
市
の
町
内
会

で
の
取
材
内
容
が
掲
載
さ
れ
る
（
後
述
）。

③
「
鳥
取
災
害
記
事
の
不
掲
載
処
分
の
も
の
掲
載
」
に
つ
い
て
は
、

(14)
が
該
当
す
る
。
こ
れ
は
、
大
阪
府
警
察
部
か
ら
報
告
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
号
数（
（1
（

を
参
考

に
、
九
月
一
二
日
付
の
毎
日
新
聞
夕
刊
四
版
、
朝
刊
九
版
を
確
認
し

た
が
、
該
当
記
事
は
見
ら
れ
な
か
っ
た（
（1
（

。「
摘
要
」
に
は
、「
2.
亀
裂

に
湧
地
下
水
本
社
員
余
震
と
地
鳴
の
中
を
突
破
」
と
あ
り
、
鳥
取
の

被
害
状
況
を
取
材
し
た
記
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
事
例
は
、

「
新
聞
紙
処
分
簿
」
の
枠
外
に
「
厳
重
」
と
記
入
さ
れ
て
お
り
、
厳

重
注
意
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

次
の
事
例
④
「
鳥
取
災
害
を
扱
う
も
の
に
し
て
発
表
外
の
記
事
」

お
よ
び
⑤
「
内
相
出
張
に
飛
行
機
使
用
暴
露
」
か
ら
は
、
検
閲
処
分

に
よ
る
記
事
内
容
の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
「
鳥
取
災
害
を
扱
う
も
の
に
し
て
発
表
外
の
記
事
」
と
さ
れ
た

(5)
朝
日
新
聞
（
東
京
版
）
九
月
一
三
日
「
死
者
六
七
二
名
」
の
記
事

は
、
見
出
し
と
し
て
は
確
認
で
き
な
い
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
こ
の

記
事
は
、
朝
刊
二
面
の
下
段
に
「
被
害
状
況
」
と
い
う
見
出
し
で
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
記
事
を
引
用
す
る
。

被
害
状
況　

鳥
取
県
警
察
部
に
達
し
た
十
一
日
午
後
四
時
現
在

に
お
け
る
被
害
状
況
は
次
の
通
り

鳥
取
市
＝
住
宅
全
壊
三
、八
〇
〇
戸
半
壊
二
、二
九
六
戸
、
負
傷

一
、五
九
七
人
、
出
火
点
一
二
箇
所
焼
失
家
屋
一
六
〇
戸
、
附

近
町
村
（
気
高
郡
、
岩
美
郡
、
八
頭
郡
、
東
伯
郡
の
一
部
）
＝

住
宅
全
壊
一
、〇
一
五
戸
、
半
壊
八
八
九
戸
、
国
民
学
校
全
焼

四
戸
、負
傷
一
〇
五
人
、出
火
点
二
箇
所
、焼
失
家
屋
七
戸
（
鳥

取
）

　

こ
の
記
事
か
ら
は
、
死
亡
者
の
人
数
に
関
す
る
情
報
は
見
ら
れ
な

い
。
情
報
源
は
、
鳥
取
県
警
察
部
が
一
一
日
午
後
四
時
に
行
っ
た
発

表
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
所
蔵
の
「
鳥

取
市
震
災
関
係
綴
（
（1
（

」 

に
、
同
様
の
発
表
を
記
録
し
た
も
の
が
あ
る
。
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十
一
日
午
後
四
時
鳥
取
県
当
局
発
表
ニ
ヨ
レ
バ
鳥
取
市
住
家

一
万
戸
ノ
内
全
壊
二
千
八
百
戸
、
半
壊
二
千
三
百
戸
、
焼
失

百
六
十
戸
、
死
者
六
百
五
名
、
負
傷
者
千
六
百
名
、
附
近
町

村
住
家
全
壊
千
戸
、
半
壊
二
千
九
百
戸
、
焼
失
七
戸
、
死
者

六
十
七
名
、
負
傷
者
百
五
名

こ
の
記
録
か
ら
、
市
内
の
死
亡
者
六
〇
五
名
、
付
近
町
村
の
死
亡

者
六
七
名
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
(5)
の「
摘
要
」に
記
さ
れ
た「
死

者
六
七
二
名
」
は
、
こ
れ
を
合
算
し
た
数
値
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、

お
そ
ら
く
こ
の
合
算
し
た
数
値
を
記
事
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
検
閲

課
か
ら
の
注
意
処
分
を
受
け
、
実
際
の
記
事
で
は
、
死
亡
者
数
に
関

す
る
記
述
を
削
除
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑤
「
内
相
出
張
に
飛
行
機
使
用
暴
露
」
は
、
(13)
「
震
禍
に
美
し
い

任
侠
の
心
内　

安
藤
内
相
の
実
験
談
」
の
見
出
し
記
事
に
関
す
る
事

例
で
あ
る
。
実
際
の
記
事
で
は
、
見
出
し
の
表
記
は
「
震
禍
に
美
し

任
侠
の
心　

挺
身
す
る
他
所
も
の　

安
藤
内
相
談
」と
な
っ
て
お
り
、

朝
刊
三
面
の
中
段
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、
安
藤
内
務

大
臣
が
九
月
一
四
日
の
閣
議
後
に
、
鳥
取
視
察
の
談
話
を
発
表
し
た

も
の
で
、
飛
行
機
使
用
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。「
新
聞
紙
処
分
簿
」

の
な
か
で
は
、
何
件
か
「
閣
僚
の
飛
行
機
使
用
の
暴
露
」
と
い
っ
た

同
様
の
理
由
で
の
処
分
が
行
わ
れ
て
い
る
。
閣
僚
の
飛
行
機
使
用
に

つ
い
て
は
記
事
に
し
な
い
と
い
う
基
準
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
記
事
は
、九
月
一
四
日
に
大
阪
府
警
察
部
か
ら
報
告
を
受
け
て
、

頒
布
前
に
削
除
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
記
事

は
(4)
の
該
当
記
事
と
同
じ
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
九
月
一
四
日

に
大
阪
府
警
察
部
か
ら
の
報
告
に
よ
り「
内
相
の
飛
行
機
使
用
暴
露
」

が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
後
九
月
一
七
日
に
「
災
害
記
事
扱
不
当
」
の
指

摘
が
行
わ
れ
る
と
い
う
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、処
分
理
由
別
に
確
認
し
た
事
例
を
小
括
し
て
お
く
。
ま
ず
、

「
新
聞
紙
処
分
簿
」
を
も
と
に
該
当
す
る
新
聞
記
事
を
探
し
た
と
こ

ろ
、
該
当
記
事
が
確
認
さ
れ
る
も
の
は
九
件
、
記
事
が
確
認
で
き
な

い
も
の
は
六
件
で
あ
っ
た
。
処
分
理
由
で
は
、「
災
害
記
事
扱
大
」

が
最
も
多
く
、
処
分
理
由
と
新
聞
記
事
の
対
照
に
よ
っ
て
、
新
聞
記

事
の
情
報
削
除
を
推
測
で
き
る
事
例
は
、「
鳥
取
災
害
を
扱
う
も
の

に
し
て
発
表
外
の
記
事
」「
内
相
出
張
に
飛
行
機
使
用
暴
露
」
の
二

例
で
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
具
体
的
に
何
を
報
じ
て
い

る
の
か
。
次
節
で
は
、「
新
聞
紙
処
分
簿
」
と
の
照
合
に
よ
っ
て
見

え
て
き
た
新
聞
記
事
の
内
容
に
注
目
し
て
、
分
析
を
行
う
。

　
　

二
―
三　

一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
の
報
じ
ら
れ
方

本
節
で
は
、
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
記
事
か
ら
、
一
九
四
三
年
鳥
取

地
震
が
ど
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
か
、
次
の
三
点
に
注
目
し
て

確
認
し
て
い
く
。
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第
一
は
「
関
東
地
方
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
の
記
事
」、第
二
は
「
安

藤
内
務
大
臣
に
関
す
る
記
事
」、
第
三
は
「
地
震
発
生
後
の
消
火
活

動
に
注
目
し
た
記
事
」
で
あ
る
。

第
一
と
し
て
、「
神
奈
川
新
聞
」（〔
表
〕
(3)
）
の
記
事
を
見
て
み
る
。

鳥
取
の
罹
災
者
へ
同
情
の
雨
を
降
ら
せ　

関
東
震
災
の
報
恩

は
今
！

鳥
取
市
を
中
心
と
し
た
山
陰
地
方
の
大
地
震
は
関
東
大
震
災
に

比
す
べ
く
も
な
い
が
、
現
地
よ
り
の
一
報
ご
と
に
そ
の
震
禍
が

明
瞭
と
な
り
二
十
年
前
身
を
以
て
同
じ
災
厄
を
経
験
し
た
本
県

民
に
『
あ
の
日
』
の
思
ひ
出
を
生
々
し
く
追
想
さ
せ
て
い
る
、

鳥
取
市
民
を
始
め
罹
災
者
は
灰
燼
の
街
と
化
し
た
焼
土
の
上
に

立
つ
て
、
早
く
も
力
強
い
復
興
へ
の
再
建
譜
を
奏
で
て
い
る

が
、
わ
れ
ら
は
二
十
年
前
の
大
震
災
に
鳥
取
県
民
か
ら
遥
か
に

寄
せ
ら
れ
た
有
形
無
形
の
同
情
と
義
捐
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来

な
い
、
満
月
せ
う
条
た
る
焦
土
に
家
も
な
く
食
も
な
く
着
の
身

着
の
ま
ゝ
で
彷
徨
し
た
『
あ
の
痛
ま
し
か
り
し
数
日
』
か
の
後

に
遠
く
山
陰
地
方
か
ら
米
が
復
興
資
材
が
、
見
舞
金
が
、
医
療

品
が
船
載
さ
れ
、
貨
車
積
と
な
つ
て
県
下
の
罹
災
地
に
到
着
し

た
、
あ
の
時
の
感
激
を
、
あ
の
喜
び
を
ど
う
し
て
忘
れ
得
や
う

ぞ
、
わ
れ
ら
は
二
十
年
後
の
今
日
、
わ
れ
ら
と
同
じ
災
禍
の
中

に
あ
る
鳥
取
地
方
の
人
々
に
限
り
な
い
同
情
を
禁
じ
得
な
い
、

あ
の
時
の
報
恩
は
今
だ
、好
意
に
酬
ゆ
る
好
意
の
返
礼
は
今
だ
、

横
浜
市
で
は
一
戸
か
ら
十
銭
宛
の
義
捐
金
を
送
る
と
い
ふ
、
横

浜
市
民
だ
け
の
報
恩
で
は
相
済
ま
ぬ
、
全
県
下
か
ら
義
捐
金
の

雨
を
降
ら
そ
う
、
神
奈
川
県
民
は
忘
恩
の
徒
で
は
な
い
冬
近
づ

く
鳥
取
地
方
へ
温
い
同
情
を
寄
せ
や
う
で
は
な
い
か

こ
の
記
事
は
、
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
九
月
一
日
）
の
回
想

を
中
心
に
、
鳥
取
へ
の
「
好
意
の
返
礼
」
と
し
て
義
援
金
を
募
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
記
事
で
は
「
二
十
年
」
と
い
う
言
葉
が
三
度
登

場
す
る
。
当
時
（
一
九
四
三
年
）
は
、
関
東
大
震
災
の
発
生
か
ら

二
〇
年
に
あ
た
り
、
ま
た
偶
然
で
は
あ
る
が
、
鳥
取
の
地
震
も
九
月

発
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
奇
し
く
も
二
〇
年
」
と
い
う
意
識
が
働

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
小
見
出
し
で
「
目
に
浮
ぶ
米
俵
の
山　

関
東
震
災
の

時
鳥
取
か
ら
到
着　

牛
尾
さ
ん
感
謝
の
義
捐
」
と
の
記
事
が
あ
り
、

こ
ち
ら
も
関
東
大
震
災
の
際
に
鳥
取
か
ら
届
い
た
米
の
精
米
に
関
す

る
回
想
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
「
東
京
新
聞
」（〔
表
〕
(12)
）
で
あ
る
。

　

鳥
取
震
災
に
発
揮
し
た　

特
有
の
任
侠
精
神

鳥
取
に
震
災
の
あ
つ
た
日
、
鳥
取
駅
前
に
サ
ー
カ
ス
団
が
小
屋

が
け
し
て
ゐ
た
が
、
あ
の
地
震
で
サ
ー
カ
ス
の
親
分
が
亡
く
な
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り
、
曲
芸
師
や
象
使
ひ
の
子
供
た
ち
も
圧
死
し
た
、
残
さ
れ
た

一
座
の
人
々
は
悲
み
の
中
に
も
涙
ば
か
り
流
し
て
ゐ
る
時
で
は

な
い
と
進
ん
で
罹
災
者
を
多
数
小
屋
を
開
放
し
て
千
人
ば
か
り

も
収
容
下
で
あ
ら
う
か
、
倶
利
伽
羅
紋
々
の
若
い
人
々
が
骨
身

惜
ま
ず
他
所
も
の
と
い
ふ
気
分
も
な
く
世
話
し
て
ゐ
る
の
に
は

感
心
し
た
、
そ
こ
で
心
ば
か
り
の
御
礼
心
に
も
金
を
包
ん
だ
と

こ
ろ
が
「
わ
れ
〳
〵
は
頼
ま
れ
て
世
話
し
て
ゐ
る
ん
で
は
あ
り

ま
せ
ん
、
損
得
離
れ
て
出
来
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
ゐ
る
ん
で

す
か
ら
―
」
と
ど
う
し
て
も
受
取
つ
て
呉
れ
な
い
、
そ
こ
で
香

典
と
し
て
霊
前
に
供
へ
る
こ
と
に
し
て
漸
く
受
取
つ
て
貰
つ
た

が
、
日
本
人
に
は
こ
の
任
侠
の
心
が
誰
に
も
あ
る
と
い
ふ
こ
と

を
沁
々
□
つ
た
」
…
…
こ
れ
は
過
日
震
災
地
視
察
か
ら
帰
京
し

た
安
藤
内
相
の
言
で
あ
る　
（
※
引
用
者
注
…
□
は
判
読
不
能
個
所
）

内
務
大
臣
を
感
激
さ
せ
た
こ
の
任
侠
曲
馬
団
は
木
下
サ
ー
カ
ス

で
、
団
長
は
木
下
行
治
、
初
日
を
翌
日
に
控
へ
て
、
旅
館
に
帰

つ
て
夕
食
を
摂
つ
て
ゐ
る
所
を
こ
の
災
禍
に
遭
つ
た
も
の
で
、

気
の
毒
な
犠
牲
者
は
団
長
以
下
六
名
、
こ
の
ほ
か
に
数
名
の
負

傷
者
を
出
し
て
ゐ
る
が
、
残
余
の
団
員
が
こ
の
致
命
的
痛
手
に

も
怯
ま
ず
に
起
ち
上
り
、
任
侠
を
謡
は
れ
る
や
う
な
美
挙
に
出

た
の
は
全
く
伝
統
精
神
に
よ
る
も
の
ゝ
や
う
で
、
去
る
大
正

十
二
年
の
大
震
災
に
も
、
当
時
青
森
県
下
に
興
行
し
て
ゐ
た
同

サ
ー
カ
ス
が
こ
の
報
に
接
す
る
や
否
や
当
時
の
団
長
木
下
唯
介

氏
（
行
治
氏
の
兄
）
は
遽
か
に
興
行
を
打
切
つ
て
東
京
に
急
行
、

芝
山
内
に
商
売
物
の
大
天
幕
を
張
つ
て
罹
災
民
収
容
に
当
つ
た

と
い
ふ
歴
史
も
持
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

こ
の
定
ま
つ
た
小
屋
と
い
ふ
も
の
を
持
た
ず
、
一
年
中
を
旅
の

仮
寝
に
過
ご
し
て
津
々
浦
々
を
従
業
し
て
歩
く
小
屋
掛
け
見
世

物
は
先
般
大
日
本
興
行
協
会
の
有
力
な
一
部
門
と
な
り
、
演
劇

部
、
映
画
部
と
並
ん
で
仮
設
興
行
部
の
名
の
下
に
全
国
的
に
統

制
さ
れ
時
局
に
鑑
み
て
の
活
動
を
行
ふ
事
に
な
つ
た
が
、
今
こ

の
機
会
に
小
屋
掛
け
興
行
の
伝
統
と
現
状
を
調
べ
る
と
次
の
や

う
で
あ
る

仮
設
興
行
の
団
体
は
九
十
八
あ
り
、
こ
れ
を
分
類
す
る
と

曲
馬
（
一
七
）
軽
業
（
一
一
）
猿
大
芝
居
（
四
）
レ
ヴ
ュ
ー

（
九
）人
形
芝
居（
三
）猛
獣
使
ひ（
四
）地
獄
極
楽
十
戒（
五
）

鼠
や
山
雀
等
の
小
禽
獣
（
四
）
少
女
舞
踊
や
一
寸
法
師
（
二
）

女
相
撲
（
四
）
ロ
ク
ロ
首
等
の
小
物
珍
物
（
三
十
三
）
衛
生

博
覧
会
等
と
な
り
、
こ
の
興
行
者
数
は
全
国
で
六
百
に
及
ん

で
ゐ
る
が
、
以
上
の
分
類
の
う
ち
目
下
緊
急
の
事
柄
と
し
て

俎
上
に
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
に
、
既
に
上
野
動
物
園
や
大

阪
の
天
王
寺
公
園
等
で
は
処
分
さ
れ
た
猛
獣
類
を
こ
ゝ
で
は

ど
う
す
る
か
と
い
ふ
問
題
が
あ
る
（
続
）
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こ
の
記
事
は
、前
半
に
「
安
藤
内
務
大
臣
の
鳥
取
視
察
後
の
談
話
」

を
紹
介
し
、
そ
こ
に
登
場
す
る
サ
ー
カ
ス
団
（
鳥
取
で
興
行
予
定
中

に
被
災
）
の
関
東
大
震
災
当
時
の
活
動
に
触
れ
、
さ
ら
に
全
国
で
移

動
し
て
諸
興
行
を
行
う
団
体
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
の
団
体
が
飼
育
し

て
い
る
猛
獣
類
の
殺
処
分
の
実
行（
（1
（

が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
、
と
述
べ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
二
紙
は
、「
鳥
取
地
震
」
を
見
出
し
に
掲
げ
、
紙
面
上

も
大
き
く
扱
っ
た
こ
と
で
、「
災
害
記
事
扱
大
」
と
い
う
検
閲
の
注

意
処
分
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
の
記
事
を
読
む
と
、
地
震

の
被
害
状
況
に
関
す
る
報
道
と
い
う
よ
り
も
「
鳥
取
地
震
が
想
起
さ

せ
る
事
柄
」
を
中
心
と
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

第
二
は
、
安
藤
内
務
大
臣
を
報
じ
た
記
事
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ

れ
は
、複
数
の
新
聞
（
朝
日
新
聞
（
大
阪
版
）、毎
日
新
聞
（
東
京
版
）、

西
日
本
新
聞
、
東
京
新
聞
）
で
取
り
扱
わ
れ（
（1
（

、
一
九
四
三
年
鳥
取
地

震
を
め
ぐ
る
報
道
の
な
か
で
も
、
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

安
藤
内
務
大
臣
に
関
す
る
報
道
は
、
鳥
取
視
察
の
動
静
を
報
じ
た

も
の
と
、
帰
京
後
の
九
月
一
四
日
に
発
表
さ
れ
た
閣
議
後
の
談
話
に

大
別
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
九
月
一
四
日
の
談
話
に
つ
い
て
、「
西
日

本
新
聞
」
の
記
事
（〔
表
〕
(11)
）
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

役
立
つ
た
防
空
訓
練　

震
禍
を
空
襲
に
生
か
せ　

雄
々
し
く

起
上
る
鳥
取
市　

現
地
語
る
安
藤
内
相

余
震
堪
え
ぬ
米
子
鳥
取
間
二
十
五
里
の
悪
路
を
超
え
十
時
間
の

強
行
軍
を
続
け
た
安
藤
内
相
は
天
災
を
克
服
し
て
早
く
も
郷
土

復
興
に
雄
々
し
く
立
ち
あ
が
つ
た
武
島
知
事
以
下
県
民
を
激

励
罹
災
者
を
懇
切
に
見
舞
つ
た
後
十
三
日
夕
刻
帰
京
し
た
が
、

十
四
日
の
閣
議
で
被
害
状
況
を
報
告
、
続
い
て
記
者
団
に
左
の

如
く
現
地
の
模
様
を
語
つ
た

現
地
で
の
話
し
に
よ
る
と
鳥
取
地
方
は
今
年
の
三
月
に
も
相
当

の
強
震
が
あ
り
、
更
に
今
回
の
地
震
発
生
直
後
に
は
温
泉
が
濁

り
、
温
度
も
上
昇
し
て
地
質
の
異
変
が
感
ぜ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ

と
だ
、
倒
壊
家
屋
が
予
想
外
に
多
か
つ
た
の
も
三
月
の
強
震
で

家
屋
が
ゆ
る
ん
で
ゐ
た
為
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
、

地
震
発
生
の
時
刻
は
丁
度
夕
食
頃
で
あ
つ
た
の
で
多
く
の
人
が

家
屋
内
に
あ
つ
た
た
め
人
命
に
相
当
の
被
害
を
生
ん
で
真
に
気

の
毒
な
次
第
、
全
然
事
前
に
予
測
出
来
な
い
点
で
地
震
と
空
襲

は
根
本
的
に
相
違
が
あ
る
が
、
被
害
状
況
は
共
通
点
が
あ
り
日

頃
の
防
空
訓
練
が
負
傷
者
救
出
や
防
火
活
動
に
大
ひ
に
役
立
つ

た
点
も
あ
り
、
こ
の
経
験
を
空
襲
に
活
か
す
こ
と
が
今
後
の
宿

題
だ
と
思
ふ
、
罹
災
民
も
決
戦
下
の
国
民
と
し
て
如
何
な
る
こ

と
に
も
屈
し
な
い
覚
悟
が
十
分
出
来
て
ゐ
た
、
少
し
の
動
揺
も

な
く
肉
親
を
喪
ひ
家
屋
財
産
を
失
つ
た
悲
し
み
を
胸
に
秘
め
て
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雄
々
し
く
復
興
に
起
ち
上
つ
た
姿
を
見
、
ま
た
隣
接
府
県
当
局

で
も
食
糧
物
資
の
提
供
、
救
援
隊
の
派
遣
な
ど
隣
保
相
助
の
美

し
い
様
子
を
見
て
頼
も
し
く
思
つ
た
、

か
う
し
た
場
合
に
接
し
て
特
に
痛
切
に
感
じ
た
こ
と
は
被
害
地

に
向
つ
た
救
援
隊
が
何
れ
も
被
害
地
へ
急
行
す
る
こ
と
だ
け
を

考
へ
て
準
備
な
し
で
出
発
し
途
中
道
路
や
溝
の
崩
壊
し
た
個
所

に
ぶ
つ
つ
か
つ
て
ど
う
に
も
出
来
ず
立
往
生
し
た
や
う
な
事
例

も
あ
つ
た
や
う
だ
、
か
う
い
ふ
点
は
今
後
大
い
に
考
へ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
ふ

こ
の
談
話（
（1
（

は
、「
三
月
に
発
生
し
た
鳥
取
沖
地
震
の
影
響
で
被
害

が
大
き
い
」「
防
空
訓
練
が
役
立
っ
た
の
で
、
地
震
の
経
験
を
（
今

後
予
想
さ
れ
る
）
空
襲
に
活
か
す
」「
罹
災
民
は
動
揺
し
て
お
ら
ず
、

他
府
県
か
ら
の
救
援
も
行
わ
れ
て
い
る
」「
救
援
隊
は
十
分
な
準
備

し
て
被
災
地
に
入
る
こ
と
」
と
い
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の

発
表
は
、
管
見
の
限
り
政
府
関
係
者
の
鳥
取
視
察
の
報
告
と
し
て
最

も
早
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
内
務
大
臣
の
発
表
で
あ
る
こ
と
か
ら
注

目
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
「
被
災
地

の
状
況
が
安
定
し
て
い
る
」、「
地
震
の
経
験
を
空
襲
に
活
か
す
」
と

い
う
趣
旨
の
発
信
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
の
談

話
に
見
ら
れ
る
「
地
震
と
空
襲
」
と
の
関
連
づ
け
に
つ
い
て
は
、
鳥

取
に
お
け
る
消
火
活
動
へ
の
注
目
と
い
う
形
で
も
現
れ
た
。

最
後
に
、第
三
の
「
地
震
発
生
後
の
消
火
活
動
に
注
目
し
た
記
事
」

に
関
す
る
「
東
京
新
聞
」（〔
表
〕
(15)
）
の
記
事
で
あ
る
。

鳥
取
地
震
に
こ
の
教
訓
【
鳥
取
市
に
て
河
本
、
武
井
特
派
員

発
】

震
災
は
警
報
な
き
空
襲
、
一
瞬
に
し
て
千
余
の
生
命
を
奪
ひ
、

二
千
五
百
を
損
傷
し
莫
大
な
財
貨
を
烏
有
に
帰
し
た
、
空
襲
必

至
だ
、
か
ゝ
る
緊
迫
し
た
情
勢
下
に
、
災
害
地
住
民
が
日
頃
の

訓
練
を
実
戦
に
生
か
し
て
体
当
り
で
劫
火
に
ぶ
つ
つ
か
り
救

護
、
連
絡
そ
の
他
に
獅
子
奮
迅
し
た
有
り
の
儘
の
姿
を
伝
へ
る

と
共
に
、
銃
後
一
億
が
防
空
必
勝
の
誓
ひ
を
固
め
る
好
個
の
よ

す
が
と
も
し
よ
う
、
以
下
は
震
災
と
同
時
に
現
地
に
急
行
し
余

煙
な
ほ
燻
り
、
余
震
頻
々
た
る
現
地
を
東
奔
西
走
し
て
嚢
中
に

納
め
た
記
者
ら
の
“
地
震
則
空
襲
”
の
現
地
報
告
で
あ
る
―

　

敢
然
劫
火
に
体
当
り　

日
頃
の
腕
前
見
せ
た
家
庭
防
空
群

こ
れ
が
数
年
前
の
訓
練
な
き
市
民
で
あ
つ
た
ら
恐
ら
く
全
市
は

焼
野
原
と
な
つ
た
で
あ
ら
う
と
は
、
現
地
軍
官
民
の
一
致
し

た
意
見
で
あ
つ
た
、
字
義
通
り
あ
ツ
と
い
ふ
間
も
な
か
つ
た
、

一
万
戸
の
う
ち
全
壊
六
千
戸
、
残
余
は
半
壊
と
い
ふ
か
の
関
東

大
震
災
に
も
勝
る
惨
状
を
呈
し
な
が
ら
、
火
災
に
よ
る
焼
失
家

屋
二
百
戸
と
い
ふ
厳
た
る
事
実
は
如
上
の
意
見
を
立
派
に
裏
書
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き
し
て
余
り
あ
る
も
の
で
は
な
（
か
脱
カ
）
ら
う
か
ま
た
発
火

個
所
が
十
二
ケ
所
で
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
の
裏
に
は
自
己
の
生

命
を
擲
つ
て
消
火
に
努
め
た
市
民
の
隠
れ
た
決
死
的
作
業
が
あ

つ
た
、
ぐ
ら
〳
〵
と
ま
た
震
動
と
同
時
に
大
部
分
の
市
民
は
戸

外
に
飛
び
出
し
た
が
次
の
瞬
間
頭
上
か
ら
の
し
か
ゝ
る
倒
壊
家

屋
の
中
に
飛
び
込
ん
で
敢
然
と
火
元
に
挺
身
し
た
の
で
あ
つ
た

（
丁
度
そ
の
頃
多
く
の
家
庭
で
は
夕
餉
の
支
度
中
で
あ
つ
た
）

た
め
に
死
者
の
数
も
尠
か
ら
ず
増
し
た
と
い
は
れ
る
が
、
こ
れ

ら
の
市
民
の
胸
中
に
は
“
火
事
は
大
事
に
至
ら
ぬ
前
に
消
せ
”

と
い
ふ
防
空
訓
練
の
教
訓
が
脈
々
波
打
つ
て
ゐ
た
の
だ

か
く
て
一
般
市
民
の
消
火
作
業
は
平
素
の
訓
練
通
り
上
々
の
出

来
栄
え
で
あ
つ
た
、
然
し
当
時
の
一
般
状
況
は
ど
う
で
あ
つ
た

か
、
最
初
の
激
動
と
同
時
に
全
市
の
水
道
は
断
絶
し
た
、
両
側

か
ら
倒
れ
か
ゝ
つ
た
家
屋
の
た
め
に
、
道
路
は
閉
塞
し
た
、
電

信
、
電
話
切
断
の
た
め
連
絡
は
一
時
途
絶
し
た
、
そ
こ
へ
火
が

出
た
、
市
に
は
◯
台
の
常
設
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
の
外
、
警
防
団

◯
ケ
分
団
に
そ
れ
〴
〵
配
置
さ
れ
た
ポ
ン
プ
が
あ
つ
た
が
、
然

し
奈
何
せ
ん
、
道
路
閉
塞
の
為
行
動
の
自
□
□
□
□
は
上
水
道

断
水
の
た
め
水
の
補
給
を
断
た
れ
て
ゐ
る
の
だ
、
か
か
る
極
度

の
悲
観
的
諸
条
件
の
も
と
で
消
防
署
員
、
警
防
団
員
は
く
づ
れ

た
瓦
を
踏
み
く
だ
き
、
倒
れ
た
梁
を
跳
び
越
て
火
元
に
突
進
し

た
が
、
こ
の
間
約
丗
分
乃
至
一
時
間
、
よ
く
劫
火
を
喰
ひ
と
め

た
の
は
実
に
外
な
ら
ぬ
家
庭
防
空
群
で
あ
つ
た
、
以
下
殊
勲
の

防
空
群
の
活
動
状
況
二
つ
、
三
つ
を
紹
介
す
る

　

全
員
バ
ケ
ツ
送
水　

瓦
投
げ
で
延
焼
を
防
止
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
東
京
新
聞
」は
、鳥
取
に
特
派
員
を
派
遣
し
て
取
材
を
行
っ
た
が
、

こ
の
記
事
の
続
き
で
は
、
鳥
取
市
内
の
三
町
の
人
物
に
、
消
火
活
動

の
様
子
を
取
材
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
震
が
関
東
大
震
災
に
匹
敵
す

る
規
模
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
焼
失
家
屋
が
比
較
的
少
な
か
っ
た

理
由
と
し
て
、
町
内
会
単
位
の
消
火
活
動
が
成
功
し
た
こ
と
を
あ
げ

て
い
る
。
断
水
に
よ
っ
て
消
火
が
ま
ま
な
ら
な
い
消
防
署
員
、
警
防

団
員
が
、
火
元
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
を
つ
な
い
だ
の
は
、「
家
庭

防
空
群
」
町
内
会
で
あ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

以
上
、
三
点
に
注
目
し
て
紹
介
し
た
記
事
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ま

と
め
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
鳥
取
地
震
そ
の
も

の
よ
り
も
「
鳥
取
地
震
か
ら
想
起
さ
せ
る
事
柄
」
が
記
事
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
こ
と
。
関
東
地
方
の
新
聞
で
は
「
関
東
大
震
災
か
ら

二
〇
年
」
と
し
て
、
関
東
大
震
災
を
想
起
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
に
対
す
る
関
心
は
、「
地

震
と
空
襲
」
と
い
う
観
点
に
集
中
し
て
お
り
、「
防
空
訓
練
の
成
果
」

や
「
今
後
の
空
襲
対
策
」
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
戦
時
下
災
害
の
報
道
統
制
の
あ
り
方
を
分
析
す
る
た

め
、
一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
を
事
例
に
、「
新
聞
紙
処
分
簿
」
に
記

録
さ
れ
た
検
閲
の
具
体
的
な
様
相
を
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
対

象
と
な
っ
た
新
聞
記
事
は
、
一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
を
ど
の
よ
う
に

報
じ
て
い
る
の
か
を
見
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
次
の
点
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

第
一
に
、
新
聞
検
閲
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
発
行
さ
れ
た
記
事
を

確
認
し
た
こ
と
で
、
何
が
検
閲
の
対
象
と
な
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
ま
た
、「
検
閲
処
分
」
の
う
ち
、
指
摘

箇
所
の
修
正
や
削
除
を
経
て
掲
載
さ
れ
る
事
例
も
確
認
さ
れ
た
こ

と
。
第
二
に
、「
新
聞
紙
処
分
簿
」
に
お
け
る
処
分
理
由
が
「
震
災

記
事
扱
大
」
と
い
う
扱
い
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
実
際
の
記
事

を
確
認
す
る
と
、
内
容
の
骨
子
が
必
ず
し
も
「
鳥
取
地
震
を
扱
っ
た

記
事
」
で
は
な
い
と
い
う
事
例
も
見
ら
れ
た
こ
と
。
こ
れ
は
、「
新

聞
紙
処
分
簿
」
に
見
ら
れ
る
姿
勢
が
、
多
分
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ

た
検
閲
業
務
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
処
分
対
象
と
な
っ
た
記
事
の
事
例
で
、
こ
れ
ら
を
見
て

い
く
と
、
一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
そ
の
も
の
で
は
な
く
「
鳥
取
地
震

が
想
起
さ
せ
る
事
柄
」
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
特
に

関
東
地
方
の
新
聞
で
は
「
関
東
大
震
災
か
ら
二
〇
年
」
と
い
う
視
点

で
、
関
東
大
震
災
を
回
想
す
る
記
事
が
見
ら
れ
た
。

第
四
に
、
一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
へ
の
関
心
は
、「
防
空
訓
練
の

有
効
性
」
で
あ
り
被
災
地
の
消
火
活
動
の
情
報
で
あ
っ
た
。
地
震
を

今
後
の
空
襲
対
策（
（1
（

に
役
立
て
る
と
い
う
、「
地
震
と
空
襲
」
と
い
う

視
点
に
集
中
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
空
襲
へ
の
連
想
は
、
戦
時
体
制

に
規
定
さ
れ
た
関
心
で
あ
る
。こ
の
方
向
性
は
、『
鳥
取
県
震
災
小
誌
』

や
被
災
地
域
の
新
聞
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た（
（1
（

。
戦
時
体
制
下
で
発
生

し
た
一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。

【
補
足
】

　

戦
時
体
制
下
の
災
害
報
道
に
対
す
る
内
務
省
検
閲
課
の
方
針
は
、
本
稿
で
述

べ
た
よ
う
に
、
関
係
機
関
の
通
達
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
四
三
年
鳥
取
地
震
以
降
で
あ
る
が
、
一
九
四
四
年
一
一
月
四
日
「
各
種

災
害
に
関
す
る
報
道
取
締
の
件
」（
警
保
局
検
発
甲
第
一
三
号
）
と
い
う
文
書
が

あ
る
（
粟
屋
憲
太
郎
・
中
園
裕
編
『
戦
時
新
聞
検
閲
資
料　

第
十
一
巻
』
現
代

史
史
料
出
版
、
一
九
九
七
年
、『
新
聞
紙
取
締
資
料
原
案
書
類
―
原
本
無
題
―
』

収
録
）。

　

こ
れ
は
、
内
務
省
警
保
局
検
閲
課
長
か
ら
警
視
庁
特
高
部
長
、
大
阪
府
警
察

局
治
安
部
長
、
各
庁
府
県
警
察
部
長
に
宛
て
、
一
〇
月
三
一
日
付
で
「
各
種
災

害
に
関
す
る
報
道
取
締
要
領
」
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。
地
震
に
関
連
す
る
項

目
を
中
心
に
、
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
災
害
の
区
分
と
し
て
「
風
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水
害
其
ノ
他
気
象
関
係
并
ニ
地
震
ニ
基
ク
災
害
）」「
火
災
」「
火
薬
庫
、
瓦
斯
槽

其
ノ
他
ノ
爆
発
事
故
ニ
依
ル
災
害
」「
鉱（
砿
）山
ニ
於
ケ
ル
災
害
」「
鉄
道
、軌
道
、

船
舶
其
ノ
他
交
通
事
故
ニ
依
ル
災
害
」
が
あ
り
、
区
分
ご
と
に
取
締
要
領
が
決

め
ら
れ
た
。
空
襲
に
つ
い
て
は
別
に
「
国
土
防
衛
（
除
軍
防
衛
）
ニ
関
ス
ル
記

事
取
締
判
定
要
領
」が
定
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
地
震
に
関
す
る「
要
領
」

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　

二
、
要
領

　
　
　

イ　

風
水
害
其
ノ
他
気
象
関
係
并
ニ
地
震
ニ
基
ク
災
害

（
一
）
災
害
状
況
、
被
害
程
度
、
復
旧
又
ハ
救
護
ノ
状
況
等
ノ
記
事
、
写

真
ノ
掲
載
差
支
ナ
キ
モ
被
害
程
度
ニ
付
テ
ハ
当
局
ノ
発
表
若
ハ
記

事
資
料
ニ
依
ル
コ
ト
ト
シ
各
社
ノ
単
ナ
ル
観
測
ヲ
以
テ
取
扱
ヲ
為

サ
ザ
ル
コ
ト

（
二
）
気
象
関
係
ノ
禁
止
制
限
事
項
ニ
抵
触
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
様
注
意
ス
ル

コ
ト

　

こ
の
後
、「
ロ　

火
災
」「
ハ　

火
薬
庫
、
瓦
斯
槽
其
ノ
他
ノ
爆
発
事
故
ニ
依

ル
災
害
」「
ニ　

鉱
山
ニ
於
ケ
ル
災
害
」「
ホ　

鉄
道
、
軌
道
、
船
舶
其
ノ
他
交

通
事
故
ニ
依
ル
災
害
」
の
要
領
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
内
容
に
大
き
な
違
い
は

見
ら
れ
な
い
が
、
写
真
の
掲
載
は
「
災
害
現
場
に
関
す
る
写
真
は
避
け
て
、
救

護
の
状
況
に
関
す
る
も
の
に
止
め
る
」
と
さ
れ
地
震
等
の
場
合
よ
り
も
制
限
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
一
、
方
針
」
に
は
、
興
味
深
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　

各
種
災
害
ニ
関
ス
ル
報
道
取
締
ノ
件

　
　

一
、
方
針

イ　

各
種
災
害
ニ
関
ス
ル
報
道
ニ
付
テ
ハ
軍
ノ
機
密
事
項
、
既
発
ノ
禁

止
制
限
事
項
又
ハ
取
締
上
特
ニ
指
示
ス
ル
事
項
ニ
抵
触
セ
ザ
ル
限

リ
之
ガ
報
道
ヲ
認
ム
ル
コ
ト
但
シ
誇
大
刺
激
的
ニ
亘
ラ
ザ
ル
様
留

意
ス
ル
コ
ト

ロ　

記
事
、
写
真
ノ
取
扱
ニ
当
リ
テ
ハ
災
害
ノ
大
小
又
ハ
直
接
関
係
ア

ル
新
聞
紙
ト
然
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ノ
間
ニ
等
差
ヲ
附
ス
ル
ハ
も
ち
ろ

ん
ナ
ル
モ
一
面
前
線
ニ
於
ケ
ル
後
顧
ノ
憂
、
一
班
民
心
不
安
等
ノ

醸
成
又
ハ
対
外
的
ニ
我
国
力
ノ
低
下
ヲ
推
知
セ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
悪

影
響
ノ
生
ズ
ル
コ
ト
ア
ル
ヲ
考
慮
シ
テ
濫
リ
ニ
過
大
ニ
流
レ
ザ
ル

ト
共
ニ
他
面
事
実
ノ
報
道
ヲ
不
必
要
ニ
制
圧
ス
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ナ

キ
様
注
意
シ
報
道
ノ
適
正
ヲ
期
ス
ル
コ
ト

　

イ
は
、
掲
載
禁
止
の
方
針
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
誇
大
刺
激
的
ニ
亘
ラ

ザ
ル
様
」
と
い
う
部
分
は
、
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
に
関
す
る
「
勤
務
日
誌
」

の
指
導
内
容
に
も
同
じ
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
で
は
「
被
災
地
の
新
聞
と
被

災
地
以
外
の
新
聞
で
は
、
等
差
を
付
け
る
」「
過
大
に
報
道
し
て
は
な
ら
な
い
が
、

事
実
の
報
道
を
不
必
要
に
制
圧
し
て
は
な
ら
な
い
」と
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
三
、

備
考
」
で
は
、
新
た
に
災
害
報
道
の
禁
止
制
限
が
必
要
で
あ
れ
ば
内
務
省
に
申

し
出
る
こ
と
、
災
害
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
流
言
を
防
止
し
、
正
確
な
報
道
が
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な
さ
れ
る
た
め
に
、
迅
速
な
発
表
や
記
事
資
料
の
提
供
を
行
う
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
の
要
領
は
、
こ
の
時
期
の
災
害
報
道
の
基
本
方
針
で
あ
り
、
一
九
四
四
年

東
南
海
地
震
に
関
す
る
「
勤
務
日
誌
」
の
指
導
は
、
こ
の
要
領
を
前
提
に
、
補

足
や
強
調
を
行
っ
た
部
分
が
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
木
村

玲
欧『
戦
争
に
隠
さ
れ
た「
震
度
七
」』の
指
摘
す
る
地
元
紙
の
新
聞
報
道
の「
量
」

な
ど
、
こ
の
要
領
か
ら
説
明
で
き
る
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
四
三
年

鳥
取
地
震
も
含
め
て
、
戦
時
体
制
下
の
災
害
報
道
に
つ
い
て
は
、「
取
締
り
方
針
」

が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
る
か
の
把
握
も
必
要
で
あ
る
。

【 

注 

】

（
１
）	

第
四
期
以
降
に
つ
い
て
は
、
第
四
期
を
一
九
四
五
～
一
九
五
二
年
と
し
、

連
合
国
軍
の
占
領
下
に
お
け
る
法
体
系
の
改
変
に
よ
る
、
災
害
救
助

法
（
一
九
四
七
年
）
制
定
を
あ
げ
て
い
る
、
お
も
な
災
害
は
、
枕
崎
台

風
（
一
九
四
五
年
）、
南
海
地
震
（
一
九
四
六
年
）、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風

（
一
九
四
七
年
）、
福
井
地
震
（
一
九
四
八
年
）
な
ど
で
あ
る
。
第
五
期

を
一
九
五
三
～
一
九
六
四
年
と
し
て
、
一
九
五
九
年
の
伊
勢
湾
台
風
（
犠

牲
者
五
〇
〇
〇
人
以
上
）
に
よ
る
災
害
対
策
基
本
法
の
制
定
（
一
九
六
一

年
）
や
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
国
土
開
発
の
進
展
を
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
第
六
期
を
一
九
六
五
～
一
九
九
四
年
、
第
七
期
を
一
九
九
五
～

二
〇
一
六
年
と
し
て
、
近
年
の
熊
本
地
震
ま
で
を
概
観
し
て
い
る
。

（
２
）	

保
立
道
久
、
成
田
龍
一 

監
修
『
日
本
列
島
地
震
の
２
０
０
０
年
史 

津
波
、

噴
火
…
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
一
一
九
頁
、
一
七
三
頁
な

ど

（
３
）	

土
田
宏
成『
近
代
日
本
の「
国
民
防
空
」体
制
』（
神
田
外
語
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
〇
年
）、「
総
力
体
制
下
の
日
本
の
自
然
災
害
｜
敗
戦
前
後
を
中

心
に
」『
災
害
・
環
境
か
ら
戦
争
を
読
む
』（
史
学
会
編
、
山
川
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）、『
帝
都
防
空　

戦
争
・
災
害
・
テ
ロ
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
七
年
）

（
４
）	

拙
稿
「
新
聞
報
道
と
雑
誌
に
み
る
鳥
取
大
震
災
」（『
鳥
取
県
立
公
文
書

館
研
究
紀
要　

第
八
号
』）。

（
５
）	

大
日
方
純
夫
（【
参
考
文
献
】）
引
用
。

（
６
）	

新
聞
紙
法
第
二
三
条
「
内
務
大
臣
ハ
新
聞
紙
掲
載
ノ
事
項
ニ
シ
テ
安
寧

秩
序
ヲ
乱
シ
又
ハ
風
俗
ヲ
害
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
発
売
及

頒
布
ヲ
禁
止
シ
必
要
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
之
ヲ
差
押
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
が
、

法
的
根
拠
と
な
る
。

（
７
）	

一
九
四
三（
昭
和
十
八
）年
の「
勤
務
日
誌
」に
つ
い
て
は
、粟
屋
憲
太
郎
・

中
園
裕
編
『
戦
時
新
聞
検
閲
資
料
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
地
震
が

発
生
し
た
一
九
四
三
年
九
月
か
ら
一
〇
月
の
も
の
は
欠
落
し
て
い
る
。

（
８
）	
東
京
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
三
年
七
月
に
東
京
都
制
へ
移
行
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
七
月
上
旬
か
ら
発
行
地
名
の
記
載
は
「
東
京
市
」
か
ら
「
東

京
都
」
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）	

資
料
中
の
表
記
は
「
災
害
記
事
扱
誇
大
／
災
害
記
事
扱
大
ニ
過
ギ
ル
モ
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ノ
／
扱
大
／
災
害
記
事
扱
大
／
災
害
記
事
扱
ナ
ル
モ
過
大
」
な
ど
、
記

入
し
た
担
当
者
で
異
な
る
が
、
同
内
容
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

（
10
）	
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
検
閲
課
の
処
分
に
よ
り
不
掲
載
」、
地
方
紙
に
つ

い
て
は
「
検
閲
課
に
納
本
さ
れ
た
版
」
以
降
に
、
不
掲
載
と
な
っ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
前
節
で
述
べ
た
新
聞
検
閲
の
流
れ
に
関
わ
る
こ

と
で
あ
る
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
11
）	「
新
聞
紙
処
分
簿
」
に
記
載
さ
れ
た
号
数
が
「
七
一
三
」
と
な
っ
て
お
り
、

誤
記
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
毎
日
新
聞
（
大
阪
版
）
九
月
一
二
日
は
、

二
一
七
一
八
号
で
あ
る
。
ま
た
、
処
分
月
日
も
「
九
月
一
日
」
と
記
載

さ
れ
て
お
り
、
不
明
な
点
が
多
い
。

（
12
）	

処
分
月
日
に
よ
っ
て
は
、
検
閲
処
分
の
結
果
（
記
事
削
除
）
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、（
11
）
で
述
べ
た
よ
う
に
正
確
な
日
付
は
不
明
で
あ
る
。

（
13
）	

日
本
銀
行
松
江
支
店
の
「
小
平
書
紀
」
に
よ
る
記
録
。
小
平
は

一
九
四
三
年
九
月
一
二
日
か
ら
鳥
取
へ
出
張
を
行
い
、
金
融
機
関
の
被

害
を
中
心
に
、
鳥
取
県
の
発
表
や
市
内
の
状
況
を
記
録
し
て
い
る
。

（
14
）	『
鳥
取
県
震
災
小
誌
』
に
よ
る
と
、
安
藤
が
飛
行
機
を
使
用
し
た
の
は
往

路
の
み
で
あ
る
。
東
京
か
ら
県
西
部
の
米
子
市
へ
空
路
で
向
か
っ
た
と

書
か
れ
て
い
る
。

（
15
）	

記
事
で
は
「
既
に
上
野
動
物
園
や
大
阪
の
天
王
寺
公
園
等
で
は
処
分
さ

れ
た
猛
獣
類
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
上
野
動
物
園
で
の
猛
獣
類
の
処

分
は
一
九
四
三
年
夏
頃
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
記
者
に
と
っ
て
「
最
近

の
話
題
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

（
16
）	

検
閲
処
分
の
対
象
記
事
で
は
な
い
が
、
神
奈
川
新
聞
、
香
川
日
日
新
聞

な
ど
も
、
鳥
取
視
察
に
関
す
る
動
静
を
報
じ
る
記
事
が
確
認
さ
れ
る
。

（
17
）	

な
お
、
こ
の
記
事
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
談
話
に
は
鳥
取

で
興
行
予
定
で
あ
っ
た
サ
ー
カ
ス
団
の
活
躍
に
言
及
し
、そ
の
「
任
侠
心
」

を
評
す
る
く
だ
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
京
新
聞
、
朝
日
新
聞

の
記
事
で
は
、
そ
れ
に
触
れ
て
「
任
侠
心
」
を
見
出
し
と
す
る
記
事
を

作
成
し
て
い
る
。

（
18
）	

先
行
研
究
で
の
土
田
宏
成
の
指
摘
に
重
な
る
が
、
一
九
四
三
年
の
時
点

で
は
、
ま
だ
本
格
的
な
都
市
空
襲
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
19
）	

拙
稿
「
新
聞
報
道
と
雑
誌
に
み
る
鳥
取
大
震
災
」（『
鳥
取
県
立
公
文
書

館
研
究
紀
要　

第
八
号
』）。

【
参
考
文
献
】

・
北
原
糸
子	

『
日
本
災
害
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年

・
北
原
糸
子	

『
日
本
震
災
史
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
六
年

・
木
村
怜
欧	

『
戦
争
に
隠
さ
れ
た
「
震
度
七
」
一
九
四
四
東
南
海
地
震　

一
九

四
五
三
河
地
震
』
二
〇
一
四
年
、
吉
川
弘
文
館

・
土
田
宏
成	

『
近
代
日
本
の
「
国
民
防
空
」
体
制
』
二
〇
一
〇
年
、
神
田
外
語

大
学
出
版
会

・
土
田
宏
成	
「
総
力
体
制
下
の
日
本
の
自
然
災
害
－
敗
戦
前
後
を
中
心
に
」

史
学
会
編	
『
災
害
・
環
境
か
ら
戦
争
を
読
む
』（
二
〇
一
五
年
、
山
川
出
版
社
）

・
土
田
宏
成	

『
帝
都
防
空　

戦
争
・
災
害
・
テ
ロ
』
二
〇
一
七
年
、
吉
川
弘
文
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館

・
保
立
道
久
、
成
田
龍
一 

監
修
『
日
本
列
島
地
震
の
２
０
０
０
年
史 

津
波
、
噴

火
…
』（
二
〇
一
三
年
、
朝
日
新
聞
出
版
）

・
荻
野
富
士
夫	
『
特
高
警
察
体
制
史
』
せ
き
た
書
房
、
一
九
八
四
年

・
中
園　

裕	

「
昭
和
戦
前
・
戦
中
期
の
新
聞
検
閲
制
度
と
報
道
規
制
概
観
」

粟
屋
憲
太
郎
・
中
園
裕
編
『
戦
時
新
聞
検
閲
資
料　

別
冊
』
現
代
史
史
料
出
版
、

一
九
九
七
年

・
内
川
芳
美
編	

『
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
統
制
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
五
年

・
鵜
飼
信
成
編	『
講
座
日
本
近
代
法
発
達
史
』
勁
草
書
房
、
一
九
五
八
｜
一
九
六

七
年

・
大
日
方
純
夫	

「
内
務
省
の
検
閲
と
第
二
次
世
界
大
戦
前
日
本
の
出
版
文
化
」

鈴
木
登
美
編
『
検
閲
・
メ
デ
ィ
ア
・
文
学
』
新
曜
社
、
二
〇
一
二

年




